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安
保
法
制
違
憲
差
止
訴
訟
控
訴
審
第
一
回
裁

判
が
五
月
二
〇
日
開
廷
さ
れ
た
。

第
一
回
控
訴
審
の
今
回
は
、
控
訴
人
二
名
か

ら
の
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
初
め
に
、
控

訴
人
の
一
人
で
あ
る
山
崎
海
運
の
機
関
長
を
務
め

て
い
る
竹
中
正
陽
（
ま
さ
は
る
）
さ
ん
が
陳
述
を

行
っ
た
。

竹
中
さ
ん
は
、
船
員
と
し
て
四
〇
年
以
上
に
わ

た
り
世
界
中
か
ら
原
油
や
鉄
鉱
石
を
日
本
に
運
ぶ
仕

事
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
経
験
の
な
か
で
、

イ
ラ
ン
イ
ラ
ク
戦
争
時
の
体
験
や
海
運
業
者
が
安
保

法
制
に
よ
っ
て
「
後
方
支
援
」
へ
の
協
力
を
強
制
さ

れ
る
こ
と
、「
船
員
予
備
自
衛
官
制
度
」
に
よ
っ
て
、

有
事
に
は
民
間
船
員
も
自
衛
隊
の
指
揮
下
に
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
事
実
上
退

職
以
外
に
道
は
な
い
こ
と
な
ど
、
安
保
法
制
の
具
体

化
が
自
身
の
職
業
継
続
、
さ
ら
に
は
将
来
海
で
生
き

よ
う
と
す
る
後
輩
た
ち
に
与
え
る
影
響
が
い
か
に
深

刻
か
を
訴
え
た
。陳
述
内
容
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
。

「
一
九
八
〇
年
か
ら
八
八
年
に
か
け
て
行
わ
れ

た
イ
ラ
ン
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、
日
本
の
船
は
中
立

国
の
証
と
し
て
デ
ッ
キ
に
大
き
く
日
の
丸
を
描
い

て
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
奥
深
く
入
り
、
原
油
を
積
み
だ

し
て
い
ま
し
た
。
現
地
の
商
社
や
代
理
店
は
、
両

国
と
綿
密
に
連
絡
を
取
り
、
一
隻
ご
と
に
進
路
や

通
過
時
間
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

世
界
中
で
四
〇
七
隻
が
被
弾
、
三
三
三
名
の
船
員

が
死
亡
す
る
中
で
、
日
本
船
の
被
害
は
一
二
隻
、

死
者
二
名
と
配
船
数
の
割
に
は
極
端
に
少
な
い
被

害
で
済
み
ま
し
た
。
こ
う
し
た
『
平
和
愛
好
国
』

日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
戦
後
復
興
の
た
め
数
一
〇

年
か
け
て
友
好
・
貿
易
促
進
に
努
め
て
き
た
外
交

努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
そ
れ
を
先
端
で
担
っ
て

き
た
の
が
現
地
に
赴
任
し
た
商
社
マ
ン
や
技
術
者

た
ち
。
私
た
ち
船
員
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
寄
与

し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
一

気
に
喪
失
さ
せ
た
の
が
、
安
保
法
制
で
す
。
そ

こ
で
は
戦
争
以
前
の
個
別
紛
争
、
戦
闘
で
あ
っ

て
も
、『
後
方
支
援
』
の
名
目
で
一
方
に
加
担

し
、
範
囲
も
地
球
全
体
に
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

集
団
的
自
衛
権
が
発
動
さ
れ
、
日
本
が
紛
争
当

事
国
に
な
れ
ば
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
近

年
、
日
本
が
運
航
す
る
外
航
船
は
二
五
〇
〇
隻

に
上
り
、
二
千
人
の
日
本
人
船
員
と
六
万
人
の

外
国
人
船
員
が
従
事
し
て
い
ま
す
。
こ
の
瞬
間

に
も
、
二
五
〇
〇
隻
が
世
界
中
の
海
に
散
ら
ば

り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
稼
働
し
て
い
ま
す
。
到
底

『
軍
隊
』
で
守
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
原
材
料
を
輸
入
に
頼
る
日
本
が
、
い
ざ

6
・  

国
会
議
員
会
館
前
行
動

参
戦
す
れ
ば
、
船
は
真
っ
先
に
攻
撃
対
象
に
さ

れ
、
外
国
人
船
員
の
大
量
下
船
が
始
ま
っ
て
物
資

は
止
ま
り
ま
す
。
私
た
ち
開
運
産
業
で
働
く
も
の

か
ら
見
れ
ば
、
日
本
は
戦
争
の
で
き
る
国
で
は
な

い
の
で
す
」、「
防
衛
省
は
、
安
保
法
制
の
具
体
化

と
し
て
新
た
に
船
員
予
備
自
衛
官
制
度
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
有
事
に
民
間
船
員
を
指
揮
下
に
組
み

入
れ
る
も
の
で
、
命
令
を
拒
否
す
れ
ば
自
衛
隊
法

に
よ
る
処
罰
が
待
っ
て
い
ま
す
。
船
員
に
対
し
、

国
が
直
接
命
令
を
出
す
仕
組
み
で
、
戦
時
中
の
船

員
徴
用
令
を
ま
ね
た
も
の
で
す
。
同
時
に
、
民
間

フ
ェ
リ
ー
二
社
と
大
型
フ
ェ
リ
ー
を
一
〇
年
間
借

り
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
二
隻
の
船
員
は
企
業

に
所
属
し
た
ま
ま
、
平
時
は
民
間
船
員
と
し
て
通

常
の
商
業
輸
送
を
、
有
事
は
自
衛
隊
法
に
基
づ
き

米
軍
や
自
衛
隊
の
荷
物
を
運
ぶ
も
の
で
す
。
防
衛

大
臣
は
、『
あ
く
ま
で
本
人
の
志
願
』
と
表
明
し

て
い
ま
す
が
、『
予
備
自
衛
官
ま
た
は
そ
の
希
望

者
を
雇
用
す
る
』
こ
と
を
二
社
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
外
堀
が
埋
め
ら
れ
る

中
、
個
々
の
船
員
が
予
備
自
衛
官
に
な
る
こ
と
を

拒
否
で
き
る
わ
け
が
な
く
、
拒
否
す
れ
ば
退
職
以

外
に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
」、「
安
保
法
制
に
よ
り
、

私
た
ち
船
員
は
、
企
業
に
よ
る
業
務
命
令
と
い
う

形
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
・
法
的
に
は
『
自
衛
隊

の
部
隊
等
』
に
国
の
命
令
で
組
み
入
れ
ら
れ
る
体

制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
中
東
情
勢
や
、
最
近
の

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
中
国
と
の
対
立
、
台
湾
海
峡

問
題
の
深
刻
化
か
ら
、
現
実
的
危
険
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
」、「
主
義
主
張
で
は
な
く
、

私
自
身
の
船
員
と
し
て
の
職
業
継
続
、
将
来
海
で

生
き
よ
う
と
す
る
後
輩
た
ち
の
た
め
に
も
、
法
制

の
差
止
を
求
め
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
真
の
国
益

で
あ
る
と
信
じ
ま
す
」（
次
回
に
続
く
）

「
い
の
ち
と
暮
ら
し
と
人
権
守
れ
！
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
を
！
自
民
党
改
憲
四
項
目

反
対
！
菅
自
公
政
権
退
陣
！
六
・
一
九
国
会
議
員
会

館
前
行
動
」
が
六
月
一
九
日
（
土
）、
衆
議
院
第
二

議
員
会
館
前
を
中
心
に
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず

三
五
〇
人
を
超
え
る
市
民
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
「
九
条
壊
す
な

実
行
委
員
会
」
の
菱
山
南
帆
子
さ
ん
が
、「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
最
優
先
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
充
分
な
対
策
を
取
る
こ
と
な
く

い
の
ち
と
暮
ら
し
に
背
を
向
け
る
菅
政
権
を
倒
し
、

私
た
ち
の
政
権
を
作
ろ
う
」
と
、
怒
り
を
込
め
て
菅

政
権
退
陣
を
訴
え
た
。
続
い
て
、国
会
議
員
や
学
者
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
相
次
い
で
登
壇
し
、「
憲
法
改

正
の
手
続
き
を
定
め
る
改
正
国
民
投
票
法
が
成
立

し
た
が
、
Ｃ
Ｍ
規
制
の
な
い
危
険
な
法
律
だ
。
改

憲
に
向
け
た
動
き
を
み
ん
な
の
手
で
止
め
よ
う
」、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
貧
困
と
差
別
は
よ
り
深
刻
に

な
っ
て
い
る
。
貧
困
家
庭
に
お
金
を
回
せ
る
政
府

に
し
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
訴
え
た
。

第９０回定期全国大会
日　　時　２０２１年７月１５日（木） １３時３０分 開場
                                                １４時 開会
　　　　　　　　 ～７月１６日（金）１４時

場　　所　新橋・交通ビル B1F 会議室



交交通通事事故故

医医療療事事故故

振振込込詐詐欺欺

国国労労東東京京 よよろろずず相相談談

随随時時相相談談ををごご利利用用下下ささいい。。
国労東京地本事務所への電話連絡、もしくは直接弁護士に連絡して、日程をご
相談下さい。（※相談料：初回30分無料）国労東京地本事務所の電話番号は、
０３－３８０６－９２６１です。各弁護士事務所の電話番号は裏面を参照してください。

国国労労弁弁護護団団にによよるる無無料料法法律律相相談談

労労働働問問題題
パパワワハハララ
セセククハハララ

近近隣隣トトララ
ブブルル夫夫婦婦関関係係

遺遺産産相相続続
借借金金問問題題

国国労労東東京京地地方方本本部部 東東京京都都荒荒川川区区西西日日暮暮里里2－－55－－1
（（鉄鉄））054-2535/Fax2547（（公公））03-3806-9261/Fax9263

問問いい合合わわせせ先先

「「ココロロナナ禍禍ででおお困困りりののここととははあありりまませせんんかか？？」」

お気軽にご相談下さい。
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工
作
協
議
会

第
　
回 

定
期
委
員
会

第
三
三
回
東
京
工
作
協
議
会
定
期
委
員
会
は
、

五
月
二
一
日
一
九
時
二
〇
分
よ
り
、
大
宮
工
場
支

部
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
委
員
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
非
常
事

態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
る
中
、
開
催
日
の
予
定
を
遅

ら
せ
、
書
面
審
査
と
し
、
役
員
四
人
と
大
宮
の
委

員
二
名
の
六
名
の
出
席
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
は
じ
め
に
、
増
田
事
務
長
か
ら
、
開
会
挨
拶
、

委
員
会
延
期
承
認
な
ら
び
に
、
書
面
審
査
に
つ
い

て
の
評
決
が
多
数
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。
委
員
会

の
成
立
宣
言
が
さ
れ
、
座
長
に
大
宮
の
吉
田
委
員

を
選
出
し
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て

木
村
議
長
の
挨
拶
が
さ
れ
、
二
月
に
長
い
歴
史
を

持
つ
大
井
工
場
支
部
が
解
散
し
、
新
た
に
東
京
支

部
が
発
足
し
た
こ
と
に
触
れ
た
あ
と
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
減
収
で
、
様
々
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
さ

れ
て
い
る
が
、
営
業
で
使
用
す
る
車
両
の
安
全
性

に
ま
で
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
許
さ
れ
な
い
。
職
場

内
を
検
証
し
、
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
声
を
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、訴
え
ま
し
た
。

次
に
、
経
過
、
活
動
方
針
案
、
決
算
、
予
算
案
の

評
決
が
多
数
で
あ
る
こ
と
を
吉
田
座
長
か
ら
報
告

さ
れ
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
京(

木

村
議
長)

、
大
宮(

木
村
委
員)

、
川
崎(

桜
井
常

任)

か
ら
現
状
報
告
を
受
け
、
意
見
交
流
が
行
わ

れ
、
増
田
事
務
長
の
ま
と
め
が
さ
れ
ま
し
た
。
新

役
員
に
は
、
新
た
に
東
京
の
白
井
さ
ん
を
議
長
に

選
出
し
、
桜
井
常
任
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し

た
。

　新
役
員

議　

長　

白
井 

明
男 　
（
東
京
・
新)

事
務
長　

増
田 

静
治 　
（
大
宮
・
再)

常　

任　

木
村　

 

正 　
（
東
京
・
再)

常　

任　

桜
井 
一
美 　
（
川
崎
・
再)

　
　
　
　
　

東
京
工
作
協
議
会
増
田
事
務
長
よ
り
　

国
労
家
族
会
東
京
地
方
連
合
会
は
、
第
六
六
回

定
期
総
会
（
書
面
表
決
）
を
開
催
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
医
療

逼
迫
が
深
刻
化
す
る
な
か
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

四
月
二
五
日
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
兵
庫
の
四
都
道

府
県
に
出
さ
れ
た
。
感
染
予
防
の
た
め「
三
つ
の
蜜
」

（
密
集
場
所
・
密
閉
空
間
・
密
接
場
面
）
と
な
ら
な

い
よ
う
徹
底
し
た
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
ま
た
都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
移
動
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
自
粛
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、「
第
六
六

回
定
期
総
会
」
議
案
書
を
地
区
本
部
・
支
部
に
送

付
。
二
〇
一
九
年
度
経
過
報
告
・
二
〇
二
〇
年
度

活
動
方
針
（
案
）、
お
よ
び
二
〇
一
九
年
度
会
計
報

告
・
会
計
監
査
報
告
・
二
〇
二
〇
年
度
予
算
（
案
）・

二
〇
二
〇
年
度
役
員
体
制
（
案
）
の
賛
否
に
つ
い

て
「
表
決
用
紙
」
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
、
六
月

一
一
〇
日
必
着
で
地
方
本
部
宛
に
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
返
信
と
す
る
、
会
場
に
集
ま
る

こ
と
な
く
書
面
に
よ
る
表
決
と
し
た
。

　

書
面
表
決
を
六
月
一
〇
日
に
締
め
切
っ
た
結

果
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
度
役
員
体
制

　

会　

長　

丸
山
み
ど
り　
（
東
京
支
部
）

　

副
会
長　

伊
藤
る
い
子　
（
東
京
支
部
）

　

会　

計　

奥
山　

博
美　
（
大
宮
地
区
本
部
）

33

採　択　さ　れ　た　ス　ロ　ー　ガ　ン

１、家族会の維持・拡大に向け地方から取り組みを強めましょう
２、憲法の改悪を阻止しましょう
３、年金・医療などの社会保障改悪、働く環境を悪くする労働法正改悪に
       反対しましょう。
４、賃上げを勝ち取り、物価値上げに反対しましょう。
５、生活と権利、平和と民主主義を守る活動を進めていきましょう。
６、脱原発を目指し、子供たちを被爆から守り、安心して暮らせる社会に
       するために行動していきましょう。


